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ぶ
ら
タ
モ
リ
で
大
山
街
道
が
題
目
に
な
り
、
そ
の
一
部
に
三
軒
茶
屋
版
が
あ
っ
た
。
世
田
谷
区
上
馬
は

私
の
生
ま
れ
故
郷
で
、
三
軒
茶
屋
は
一
番
近
い
大
き
な
商
店
街
で
あ
る
。
就
職
し
伊
丹
に
赴
任
す
る
ま
で

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
。 

  

戦
前
の
記
憶
は
自
宅
の
近
所
の
様
子
し
か
頭
に
残
っ
て
な
い
。
戦
後
、
疎
開
か
ら
戻
っ
て
き
て
、
殆
ど

戦
火
で
焼
き
尽
く
さ
れ
た
市
街
地
が
目
に
浮
か
ぶ
。
三
軒
茶
屋
の
交
差
点
に
面
し
た
焼
失
し
た
関
東
配
電

（
今
の
東
京
電
力
）
は
今
、
雑
居
の
商
店
ビ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
下
北
沢
に
通
じ
る
道
沿
も

両
脇
の
商
店
は
焼
け
て
家
並
み
は
な
く
、
歩
道
沿
い
に
大
き
な
風
呂
敷
な
ど
を
拡
げ
た
上
に
、
新
品
と
は

言
え
な
い
、
鍋
、
釜
、
布
地
、
端
切
れ
な
ど
生
活
用
品
を
並
べ
、
素
人
臭
い
お
じ
さ
ん
が
声
を
張
り
上
げ

売
っ
て
い
た
。
こ
の
道
は
、
今
は
し
ゃ
れ
た
茶
沢
通
り
と
名
が
付
き
バ
ス
通
り
に
な
っ
て
い
る
。 

  

交
差
点
の
近
く
に
戦
後
の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
面
影
を
残
し
た
三
角
地
帯
に
、
ち
ま
ち
ま
と
し
た
店
が
入

っ
て
い
る
商
店
街
が
あ
り
、
持
ち
主
や
、
業
種
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
で
も
気
軽
に
入
れ
る
雰
囲

気
の
店
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
隣
の
少
し
広
い
空
き
地
に
二
軒
の
映
画
館
が
あ
っ
た
。
「
エ
ノ
ケ
ン
ロ
ッ

パ
の
新
馬
鹿
時
代
」
と
か
、
三
益
愛
子
の
「
母
の
も
の
」
と
か
、
何
や
か
に
や
ら
と
覚
え
て
い
る
。
通
学

に
は
渋
谷
ま
で
、
玉
電
、
渋
谷
か
ら
都
電
で
霞
町
ま
で
毎
日
通
っ
た
。
全
部
路
面
電
車
で
、
電
車
道
は
石

畳
み
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
、
電
車
の
両
脇
に
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
、
た
ま
に
乗
用
車
が
走
れ
る
一
車
線
の
車

道
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
六
四
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
掛
け
声
で
、
倍
以
上
の
道
幅
に
な
り
、
そ
の
道
の

上
に
は
高
速
道
路
が
鎮
座
ま
し
ま
し
た
。
そ
し
て
路
面
電
車
は
消
え
、
地
下
鉄
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。 

  

茶
沢
通
り
付
近
は
太
子
堂
と
言
う
、
付
近
に
あ
る
円
泉
寺
に
祀
ら
れ
た
聖
徳
太
子
に
因
ん
で
い
る
。
ま

た
、
こ
の
付
近
は
や
た
ら
馬
の
つ
い
た
地
名
が
多
い
。
上
馬
、
下
馬
、
駒
繋
な
ど
、
頼
朝
が
奥
州
遠
征
の

折
、
馬
を
繋
い
だ
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
現
在
住
ん
で
い
る
隣
の
港
南
区
に
も
、
馬
洗
橋
と
い
う
地
名

が
あ
る
、
い
ず
れ
も
頼
朝
が
馬
を
洗
っ
た
と
か
、
古
の
権
力
者
の
足
跡
は
残
る
も
の
だ
。 
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当
時
の
玉
電
は
渋
谷
が
起
点
で
、
二
子
玉
川
と
下
高
井
戸
を
結
ん
で
い
た
。
三
軒
茶
屋
は
両
方
向
の
分

岐
点
で
、
現
在
で
も
、
下
高
井
戸
行
は
世
田
谷
線
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 


